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１.はじめに

採取試料の有効利用と小径倍圧型水圧ﾋﾟｽﾄﾝｻﾝﾌﾟﾗｰで採取した試料から標準圧密試験を行うため、圧密パラメー

タに及ぼす供試体寸法の影響を英国 Bothkennar、韓国 Kimhae粘土を含む 18堆積地から採取した 37試料の乱

さない粘性土（Ip=22～150、qu=25～670kPa）に対して検討してきた１）。圧密供試体の層厚が小さくなると全沈

下量にしめる二次圧密量の割合が大きくなる２）ことが知られている。

本稿では、標準圧密試験の二次圧密量に及ぼす供試体寸法の影響を実験的に検討し、圧密降伏応力σ’p を超え

た圧密荷重の領域では、二次圧密量の差が圧密パラメータに及ぼす影響が小さいことを示す。

２.供試土と実験方法

二次圧密量に及ぼす供試体寸法の影響の検討に用いた試料は、先１)の研究で用いた試料の内の 7～16試料（Ip=22

～150）である。供試体は直径 d30mm、高さ h10mm（以後、d30供試体）と d60mm、h20mmの標準寸法（同、

d60mm供試体）の 2種類である。JIS A1217に従って荷重増分比１の標準圧密試験を行った。σ’ｐは三笠法に

よった。

３.二次圧密量に及ぼす供試体寸法の影響

図－1に、一例として kimhaeの圧密荷重σ’ｖ＝1256kPa

の沈下 sと時間 tの関係を示す。Casagrandeの方法に従っ

て、一次圧密終了時の沈下量 s100を求め載荷 24時間後の沈

下量 s24から、s24に対する二次圧密量の比 Rsを図－1に示

す式のように定義した。図－2は d60供試体の Rsに対する

d30供試体のそれの比 RRｓとσ’ｖ／σ’ｐの関係である。

RRｓはσ’ｖ／σ’ｐに対してほぼ直線的に大きくなるが、変

形解析で問題となるσ’ｖ／σ’ｐ＞1の領域では（1.0～1.6）

の範囲にプロットされ、σ’ｖ／σ’ｐに対してほぼ一定と判

断される。この領域の RRｓの平均値は 1.29 である。RRｓ
と Ip、quの関係を、それぞれ図－3,4に示す。図－2では

RRｓがσ’ｖ／σ’ｐ＞1の領域で一定とみなされたことか

ら、図－3,4では各試料毎のσ’ｖ／σ’ｐ＞1の RRｓの平均

値を、それぞれ Ip とｑｕに対してプロットしている。RRｓ
はＩｐとｑｕに対してほぼ一定であり、平均値は 1.2である。

すなわち、d30供試体の二次圧密量は d60 供試体のそれよ

り 20%程度多いことを意味する。

d60供試体の体積圧縮係数ｍｖ、圧密係数 cv、90%圧密に

要する時間 t90 に対する d30 供試体のそれらの比

（Rmv,Rcv,Rt90）のヒストグラムとこれらの統計量から得

た正規分布曲線を、それぞれ図－5,6,7に示す。なお、これ

らの図ではσ’ｖ／σ’ｐ=1の大小の領域に区分して統計量を求めているが、図が繁雑になるのを避けるため、ヒス
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            図―１  sと tの関係
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図―２  RRｓとσ’ｖ／σ’ｐの関係
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トグラムはσ’ｖ／σ’ｐ＞1 のそれらを示している。変形解析

で重要となるσ’ｖ／σ’ｐ＞1 の領域の Rmｖ,Rcｖ,Rt90の平均

値は、それぞれ 0.99,1.06,0.53 である。また、これらの変動

係数は、0.30,0.66,1.59 である。d30 供試体の高さは 10mm

であり、d60 供試体の半分である。したがって、同様な cvで

あるためには Rt90は 0.25 となるが実際は 0.53 である。cvは

t90を決定するためのプロットを近似する直線の描き方によっ

て、値が大きく変動することはよく知られている。ｅ－logσ’

ｖの関係に供試体寸法は依存しない１）ことから、これらの変動

係数の値が大きいのは、この影響を反映したものと推察して

いる。

４.おわりに

圧密降伏応力を越えた正規圧密の領域では、d30 供試体の

二次圧密量は d60供試体のそれより約 20%多かった。そして、

この傾向は Ip=22～150の範囲の粘土に依存しない。圧密パラメーターに及ぼすこの二次圧密量の差は小さかった。

謝辞：Bothkennar粘土は国土交通省港湾技術研究所地盤調査研究室から、また Kimhae粘土は(株)東亜地質から

提供戴きました。記して深甚の謝意を表します。
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図－３  RRｓとＩｐの関係
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図―５ Rmｖの統計的性質
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図―４ RRｓとｑｕの関係
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             図―６ Rcｖの統計的性質
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図―７ Rt90の統計的性質

σ’ v/σ’ p ｎ Rmv V(Rmv)

10-2～102 189 1.155 0.418
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σ ’ v /σ ’ p ｎ Rc v V (Rc v )

10 -～ 102 189 0.759 1.449
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